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経済危機と異例の首相交代
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概　　況
　2022年のラオスは， 2 月のロシアによるウクライナ侵攻などを背景に経済危機
が発生した。特にインフレ率はアジア通貨危機後の20年間での最高値を更新し続
け，政府財政や国民生活は逼迫した。
　内政面では，経済危機を背景に国民の政治不信が強まるなか， 6月には経済閣
僚 2人が解任された。そして10月頃からパンカム首相の女性問題が噂されるよう
になると，同首相は12月に就任後 1 年 ₉ カ月での異例の辞任に追い込まれた。た
だし後任には党の長老カムタイ・シーパンドーンの息子で，前政権で経済対策を
指導したソーンサイ副首相が就き，基本政策は維持される見込みとなった。
　経済面では，前年末のラオス・中国鉄道開通で農業やサービス業はやや上向い
たが，記録的なインフレと通貨安でその経済効果は半減した。中央銀行のラオス
銀行は12年ぶりに利上げを解禁して為替管理も強化したが状況は悪化し続けた。
税収面で期待された鉱業は資源価格下落により伸び悩み，公共および公的保証債
務（以下，公的債務）残高は年末時点で国内総生産（GDP）を超えたとみられる。
　外交面では，引き続き中国，ベトナム，ロシアが軸となり，ロシアのウクライ
ナ侵攻に関しても一貫してロシア寄りの立場を示した。ただし大国間の対立には
一定の距離を取ることで，国益の最大化が図られた。対中関係が鉄道開通でさら
に深まるなか，ベトナムとの伝統的関係の次世代への継承が図られた。

国 内 政 治

経済危機と政権の信頼低下
　ラオスでは2000年代半ば以降，急速な経済成長が進む一方，汚職や債務問題な
どの弊害が深刻化し，国民の政治不信は拡大した。そうしたなか2021年初頭に開
かれた党大会では，「転換」をスローガンに改革路線を掲げる新指導部が発足し，
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特に経済財政改革が本格化した。なかでも債務問題は重視され，2021年 8 月には
2023年末までに公的債務残高の GDP 比率を現在の72％から64.5％へ引き下げる
という「経済財政問題に関する国家的議題」が定められた。しかし2021年は新型
コロナウイルス感染症の影響などでインフレや通貨価値下落が徐々に進み，公的
債務の対 GDP 比率も88％に及んで，政権は長期的な改革よりも目の前の問題へ
の対処に追われるようになった。
　2022年に入ると政権は経済対策を急いだ。感染症対策の国内行動制限を前年中
にほぼ撤廃し，さらに 1 月 1 日には付加価値税を10％から 7％に軽減して経済活
性化を図った。 2月 4 日には，党内で長老的立場にあるカムタイ元国家主席の息
子ソーンサイ副首相が兼任していた計画・投資相のポストから外れ，後任にカム
チェーン首相府官房長官が就いた。一部報道などではソーンサイが経済不振の責
任を取らされたとの見方もあったが，同氏は引き続き経済担当の副首相に留まり
さらに俯瞰的な立場から経済対策を指導することとなった。
　しかし 2月末にロシアがウクライナに侵攻し， 3 月半ばにアメリカが利上げを
解禁すると，ラオスでも通貨価値下落とインフレが加速した。特に燃料高騰は深
刻化し，首都のハイオクガソリン価格（ 1 リットル）は 1月時点では約 1万4000
キープだったが 3月半ばには 2 万キープを超えた。そして次第に輸入自体が滞る
ようになると， 3月以降各地で燃料が枯渇し， ₅ 月には首都でも市民が連日ガソ
リンスタンドに殺到する事態となった。公共交通機関があまり発達していないラ
オスで市民生活は大きく制限され，社会に混乱が広がった。
　政府はロシアからの燃料輸入の可能性なども模索するとともに，重要な財源で
ある物品税を値下げし，さらに ₅ 月半ばには12年ぶりに利上げを解禁した（「経
済」を参照）。 6月以降燃料輸入に公的資金が投入され，その枯渇は次第に解消
した。しかしインフレは止まらず， 6 月の前年同月比インフレ率はアジア通貨危
機の余波が続いた2000年 6 月を上回る23.6％を記録し，首都のハイオクガソリン
価格は 6月末には一時 3 万キープ／リットルを超えた。政権はこれが国際的要因
による不可避のものだと弁明したが，SNS などは政府への不満で溢れかえった。
　 6月の国会では，カムペーン商工業相とソーンサイ・ラオス銀行総裁が解任さ
れた。これは経済問題の責任を巡る事実上の更迭であった。ただしカムタイの長
女の夫であるカムペーンの後任には，カムタイの末娘の夫であるマライトーン国
家監査機構長が就任した。マライトーンはオーストラリアで開発経済学の修士号
を取得したのちラオス国立大学で教鞭を取り，ビジネスでも実績を上げてきた実
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力と人脈を兼ね備えた人物である。またマライトーンの兄で，前年の党大会にお
いて若干53歳で政治局入りを果たしたサルームサイ外相は同国会で副首相に就任
し，対ロ関係の調整や燃料輸入先の多角化などに尽力した。同じく前年に史上 4
人目であり公安初の大将となったウィライ公安相も副首相に昇格し，SNS 管理
や後述する両替店の規制などを進めた。
　また国際的にも年中盤以降，ラオスの財務状況に対する警戒感が高まった。 ₅
月にスリランカでデフォルトが起きたことも影響したとみられる。政府はデフォ
ルト回避の意志を幾度も強調し，主要債権国である中国に債務繰り延べを打診し
つつ，国内では緊縮財政を徹底した。しかしアメリカの大手信用格付け会社の
フィッチ・レーティングスは 8 月に「商業上の理由」でラオス政府の格付けから
撤退する計画を発表し，ラオス国債の信頼低下に拍車をかけた。さらに世界銀行
は11月，年末時点で公的債務残高の対 GDP 比率は100％を超えるという予測を発
表した。毎年財政赤字の大半を対外債務で補填する政権にとり，国際的信用の低
下は死活問題であった。年半ば以降もインフレ率は上昇を続け，12月には
39.27％に達し，政権は国内と国外の双方から信頼を失っていった。

突然かつ異例の首相交代
　第 ₉期第 4回通常国会の最終日となる12月30日，パンカム首相が辞任し，ソー
ンサイ副首相が首相に就任した。パンカムが正式に辞表を提出したのは同月15日
であり，突然かつ政権発足後 1 年 ₉ カ月での異例の政権交代となった。
　今回の首相交代の狙いは，経済政策の見直しではなく，国民感情への配慮だと
考えられる。パンカム首相はこれまで，教育畑出身の経歴や反汚職の政治姿勢な
どに裏付けされたクリーンなイメージを前面に出してきた。しかし ₉月にメコン
川のタイ側で女性が変死体となって発見されると，それがパンカム首相の愛人で
あり 2人のあいだには娘も存在するという噂が， 3 人で映った写真などとともに
SNS で拡散した。2010年に同じく任期途中でブアソーン首相が辞職した際も愛
人問題が退任の決め手になったとされる。今回の情報の真偽は不明だが，パンカ
ム首相ではもはや経済危機に苦しむ国民の支持を得られないという党中枢の判断
が働いた可能性は高い。パンカム自身は直前まで退任を渋っていたともいわれる。
　ソーンサイの父カムタイは党創建当初の最高幹部では唯一の存命人物であり，
その将来の首相就任は確実視されていた。しかし1966年 1 月生まれの56歳（就任
当時）とまだ若いこともあり，しばらくは副首相として経験を積むとみられてい
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た。この時期の首相就任はおそらく本人も想定外であり，さらに国内外に難題を
抱える難しいタイミングでの登板となった。
　前政権で経済対策を主導したソーンサイが首相に就任したことで，政策の基本
路線は維持されるとみられる。今回の経済危機は主に国際的要因によるものだが，
遅くとも「国家的議題」が期限を迎える2023年末までには，政権は何らかの成果
を出すことが求められる。ソーンサイ首相の前途は多難だが，この難局を乗り切
れば国家主席や党書記長の地位にも近づくであろう。

支配の正当化と社会の統制
　経済不振を背景に国民の政治不信が拡大するなか，汚職対策が急がれている。
対策が本格化した2016年から2022年初頭までに党員3690人が汚職の疑いで処分さ
れ，被害総額は ₅億ドルを超えた。11月，党幹部が一堂に会して第 ₅回全国政
治・思想会議が実施された。同会議開催はアジア通貨危機後の情勢不安が続いて
いた2003年以来19年ぶりであり，党の現状に対する危機感がうかがえる。そこで
党は政治思想工作を経済財政改革などと並ぶ「最前線の戦場のひとつ」に位置付
け，特に汚職問題解決を急ぐ方針を確認した。
　また党支配を正当化するための理論武装も進んだ。特に2018年末に本格化した
カイソーン初代党書記長の政治思想研究は成果発信の段階に入り，12月には 8巻
組の叢書『ラオスの刷新政策に関するカイソーン・ポムウィハーン思想』が刊行
された。ラオスでは1980年代末のカイソーン書記長による「新思考」や「刷新」
の号令の下で市場経済化が本格化して経済発展が進んだが，同時に汚職などの弊
害も拡大した。近年党は「刷新」路線そして党や現体制それ自体の礎を築いたと
されるカイソーンの思想に立ち返る必要を訴え，カイソーン著作全集の編纂など
に当たってきた。今後は研究成果の幅広い活用が進むとみられ，2030年には全国
の教育機関に「カイソーン思想」に関するカリキュラムが導入予定である。

経 済

世界的経済変動の影響で経済回復は停滞
　2022年の実質 GDP は，前年比4.4％増の212兆3770億キープとなった（11月まで
の実績に基づく政府推計値。以下同）。新型コロナウイルスの流行が収束に向
かったことで回復基調となったが，ロシアのウクライナ侵攻やアメリカの利上げ
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などを背景とする燃料や食品の価格高騰や為替変動などの影響から，目標の4.5％
には届かなかった。なお世銀の推計では2021年と同じ2.5％となっており，政府
推計値も下方修正される可能性がある。
　農業の成長率は，燃料高騰が 6 月の田植え時期も続き， 8～ ₉月には全国各地
で水害が発生したにもかかわらず，目標を0.2％上回る2.9％を記録した。成長の
主な要因は，2021年末のラオス・中国鉄道開業により対中国を中心に農産品輸出
が拡大したことである。その年間輸出額は前年比15％増の12億ドルとなり，特に
ゴムは36％，キャッサバは28％輸出が拡大した。政府は中国市場のさらなる開拓
を進め， 8月には鉄道で繋がる中国湖南省への年間100万トンの農産品輸出が合
意された。また鉄道輸送は中国側の検疫体制整備の遅れにより国境でのトラック
への積み替えが必要になっていたが，12月に鉄道一貫輸送が完成して所要時間が
短縮するとバナナなどの足の早い作物の輸出も本格化した。他方で市場の多角化
は進んでおらず，農産品輸出の中国依存は今後ますます深まっていくだろう。
　工業の成長率は，鉱業の不振を背景に目標を0.9％下回る4.4％となった。鉱物
資源の新規採掘は2021年に ₅ 年ぶりに解禁され，2022年末までに62事業が承認さ
れた。しかし鉄や銅の国際価格が2021年半ば以降下落したため，鉱物資源輸出は
低迷した。2021年以降の新規採掘はすべて試験事業として実施されており， 3年
後に採算性などを踏まえて各事業の継続の可否が判断される。一部では環境汚染
の発生も報告されるなか，鉱業の先行きは不透明である。
　一方で電力分野は7.5％成長した。 3 月には主要輸出国タイへの輸出拡大が ₅
年半ぶりに合意され， 6 月にはシンガポールと中国への輸出が新たに始まった。
さらに12月には国内初かつ東南アジア最大級となる風力発電所「モンスーン発電
所」（総工費15億ドル，設備容量600MW）の開発が正式承認された。タイの
BCPG 社や日本の三菱商事などが出資し，電力をベトナムへ輸出するという多国
間事業である点も注目される。他産業の発展が遅れて電力分野への依存が続くな
か，同分野自体の多角化が目指されている。
　サービス業は，前年末のラオス・中国鉄道開業を背景に目標を0.4％上回る
4.9％成長した。鉄道で運搬された物資は開業後 1 年間で200万トンに迫り，その
うち約157万トンは国境を越えて輸送された。 7 月にはラオス・中国鉄道とラオ
ス・タイ鉄道の貨物積み替え場が開業し，異なる軌間を採用する両路線を跨いだ
物流の利便性が増した。その結果，ラオスを経由したタイ＝中国間の貿易額は前
年比44.4％拡大した。また外国人観光客の受け入れ本格化は ₅月まで遅れたが，
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1 年間の国内・外国人観光客数は合計約168万人（外国人は約64万人）で，そのう
ち127万人ほどが鉄道を利用した。2023年 1 月には鉄道による中国人観光客受け
入れも開始した。サービス業は観光客受け入れ再開と鉄道の恩恵を受ける形で回
復しつつある。
　貿易は近年では金高騰などを背景に黒字が続いていたが，2022年は約 ₉億ドル
の赤字になったとみられる（電力輸出分を除く）。鉄道を用いた対中農産品輸出が
拡大する一方，先述のように鉱物資源輸出は国際価格下落などの影響で伸び悩ん
だ。また燃料輸入額はかさみ，通貨価値急落も追い打ちとなった。
　失業率は2021年末の21.8％から2022年末には18.5％へ低下した（家業手伝い等の
従事者を除くと2.4％）。新型コロナウイルス流行後にタイなどから帰国した労働
者の多くが再び出稼ぎに出たためである。国内では 8月に約 4年ぶりに最低賃金
が10万キープ引き上げられて月額120万キープとなり，翌年 ₅月にも同額の賃上
げが予定されているが，賃金水準の低さは労働者の国内定着を阻んでいる。

財政改善はいまだ進まず
　財政収支は歳入32兆4470億キープ，歳出34兆5530億キープで， 2兆1060億キー
プの赤字となった（11月までの実績に基づく政府推計額）。対実質 GDP 比率は歳
入15.28％（目標は16.44％），歳出16.27％（同18.05％），赤字0.99％（同1.61％）で
あった。緊縮財政により赤字はやや縮小したが，歳入は伸び悩んだ。
　歳入増加策として，政府は2021年 ₉ 月に仮想通貨事業を解禁して 1年間で11事
業を承認した。しかし2022年中に事業を開始できたのは 2社のみで，関連する電
力料金として 2兆キープ超の収入はあったものの，ライセンス料とコピーライト
料の合計は4150億キープにとどまった。
　歳出抑制はさらに強まった。特に公務員削減は加速し，新規雇用は2020年の
2000人から2022年は1300人に減った。一方で教育現場などでは正規職員が不足し
て，長年問題視されてきた無給のボランティアに頼る実態は一層深刻化した。
2023年は新規雇用を800人のみとし，また無給職員も増員しないこととなった。
緊縮財政は限界に近づいており，教育などへの中長期的影響も懸念されはじめた。
　一方2021年末時点で公的債務の43％に及ぶ負債を抱えていた国有企業の改革は，
郵政公社とロジスティックス公社の株式が国内民間企業に売却されるなど成果も
あった。2021年に株式売却が行われたラオス開発銀行と農業振興銀行は，2022年
までに財務が黒字化した。一方2021年末時点で公的債務全体の37％を負うラオス



252

経済危機と異例の首相交代

電力公社（EDL）については， 4 月に副財政相が統括する改革委員会が設置された
ものの，12月の国会では今後も政府が全株式を保有する方針が確認された。電力
事業は国民生活や国内の経済活動の基盤となる分野であるため，特定の外国や民
間の影響が強まることにはリスクもある。2021年に送電事業への中国の影響が強
まり国内外で懸念が広まった。EDL については慎重かつ迅速な改革が求められ
ているが，現時点では有効な手立ては見つかっていない。

金融引き締めと為替管理の強化
　 2月以降の世界的なエネルギー・食料価格の高騰と為替変動を背景に，ラオス
でもインフレと通貨安が加速した。ラオス銀行は2010年 ₉ 月の利上げを最後に
2015年 7 月以降は段階的に利下げを進めてきたが，2022年 ₅ 月に 7日以内の短期
金利を3.0％から0.1％引き上げると，10月にはさらに3.4％引き上げて6.5％とした。
これは2009年以降では最も高い利率である（中・長期金利は一律 0％とした）。ま
た貨幣流通量の抑制と債務返済のための資金調達を目的とした総額 ₅兆キープの
国内個人・法人向け短期国債（ 6 カ月満期，年利20％）を発行するなど新たな施策
も実行されたが，年平均の消費者物価上昇率は22.96％を記録した。
　対ドル為替レートは 1 年間で51％， 2 年間では79％下落した。ラオスには商業
銀行より高値で外貨を取引する両替店が存在しており，為替悪化の一因と考えら
れてきた。政府は2021年 7 月以降，両替店に商業銀行への登録を義務付けること
で為替管理を強化し，一時20％を超えた商業銀行と両替店のレートの差は2022年
初頭には 2％を下回った。しかし2022年 ₅ 月に再びその差が18％を超すと，政府
は10月に両替店での外貨販売を全面的に禁止し，外貨購入レートも商業銀行有利
の形で厳しく制限して，さらに違反店舗の営業許可を取り消していった。その結
果全国の両替店舗数は2021年 6 月の532から2022年11月には113へ減り二重為替問
題は落ち着いたが，為替悪化とインフレは続いた。その後2023年 1 月末には残っ
た全両替店も一斉閉鎖され，強引な措置は批判を集めている。

対 外 関 係

ロシアとの協力を重視しつつ全方位外交路線は維持
　2010年代末以降，ラオスはロシアとの関係強化を進めてきた。対中関係の急速
な拡大により外交のバランスが失われつつあるなかで，ロシアをテコに外交戦略
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の立て直しを図る狙いがあったとみられる。2021年の党大会でもベトナムと中国
以外では唯一ロシアの国名が言及され，協力強化の方針が確認された。ロシア側
も東南アジア戦略の拠点のひとつとしてラオスを重視してきた。
　2022年 2 月に発生したウクライナ問題でも，ラオスのロシア寄りの姿勢は当初
から一貫していた。ロシアの軍事侵攻開始 2 日後の 2月26日，外務省が声明を出
し「国際的な平和と安定」のための「全関係国・組織の自制と努力」を訴えたが
ロシアを非難しなかった。その後は年内に 2 度の外相会談が行われて方針の共有
が進んだ。そして国連総会で年内に ₅ 回行われたロシア関連決議の採決では，ラ
オスは 4回を棄権し， 1 回は反対票を投じた。
　そして具体的な協力も進んだ。特に軍事協力の拡大は顕著で， ₉月にロシア主
催で中国など14カ国が参加した多国間軍事演習ボストーク（Vostok）に東南アジア
の国として初めて参加すると，11月には 2 年連続 3 回目となるロシア軍との合同
軍事演習ラロス（Laros）がシェンクアン県で実施された。また10月に両国初の直
行便が定期就航を始めるなど，経済面でも徐々に関係が深まった。ロシアはいま
や中越両国に次いで最も重要な協力国となっている。
　ただしロシアを重視しつつも，国際社会の分断には中立的な姿勢を保った。特
に日本とは 2度の首脳会談を行い， 3 月の電話会談で両国の戦略的パートナー
シップを確認し， 4月の対面での会談では日本が人材育成分野で 3億円超の無償
支援を行うことで合意した。またオーストラリア，タイ，シンガポールなどとも
関係強化を図り，サウジアラビアやブルネイからの石油輸入に向けた調整も本格
的に開始した。こうしたラオスの全方位的な外交方針は中越両国とも基本的に一
致しており，ラオスは中越ロ 3 カ国との友好協力関係を前提としたうえで，国益
の最大化を図っていると考えられる。

対中関係は鉄道利用本格化で着実に深化
　ウクライナ問題の影響で米中の緊張が増すなかでも，ラオスの中国支持の姿勢
は明確だった。 8月にペロシ米下院議長が台湾を訪問すると，党と政府は翌日に
声明を出して「一つの中国」原則への支持を改めて表明した。また10月に中国で
党大会が実施されるとトーンルン書記長は祝電を送り，中国の社会主義建設を高
く評価しつつ両国の「社会主義運命共同体」の意義を強調した。近年両国関係が
経済面だけでなく政治面などでも強まるなか，両国共通のアイデンティティとし
てますます社会主義の意義が強調されるようになっている。
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経済危機と異例の首相交代

　11月には 3年半ぶりに対面での国家主席会談が実現し，20件超の協力文書と共
同声明が調印された。そして南シナ海問題では「ASEAN 諸国と中国の互いの努
力の下で南シナ海情勢は基本的に安定している」との認識で一致した。やや
ASEAN 寄りの言い回しとなったが，「安定」を評価する認識自体は前回2017年
の共同声明から変わらなかった。2024年に 8 年ぶりに ASEAN 議長国を務めるラ
オスは今後，南シナ海問題では難しい判断を迫られる可能性がある。
　実務面では鉄道利用が本格化し， 7 月には鉄道を用いた両国軍の災害救助訓練
ピース・トレイン（Peace Train）がラオスの首都近郊で行われた。同訓練は鉄道が
本格着工した2017年から毎年航空機を用いて実施されてきたが（2020～2021年は
中止），今回初めて鉄道が使用された。中国の大型軍用車両が列車でラオスに輸
送される様子を収めた写真も確認でき，技術上は実戦利用も可能と考えられる。
両国は2016年以降二国間軍事演習を実施してこなかったが，先述のとおり2022年
はロシア主催の多国間演習にそろって参加した。唯一低調であった軍事協力も拡
大の兆しがある。
　対中貿易の年間総額は約39億ドルで，タイに次いで 2番目に多かった（電力輸
出分を除く）。対タイは輸入が約 8 割を占めたが，対中国は農産品や鉱物資源の
輸出拡大を背景に輸出が 6 割を超えた。中国によるラオスへの累計投資額は2022
年初頭時点でタイやベトナムに約 3 倍の差をつける160億7000万ドルですべての
国のなかで最も多く，2022年も鉱業分野などで投資が進んだ。 ₉月にはラオス国
内初の人民元決済を中国工商銀行（ICBC）ビエンチャン支店で開始することが正
式決定され，中国の経済的影響力は今後さらに拡大していくと予想される。

ベトナムとは伝統的友好関係の次世代への継承を模索
　ベトナムとの伝統的友好関係は健在である。2022年は国交締結60周年と友好協
力条約締結45周年を迎え，「団結・友好年間」と銘打ちさまざまな行事が実施さ
れた。また多様なレベルの代表団が絶えず往来し，その総数は年間で115件に及
んだ。こうした記念事業の主な狙いは，冷戦終結後に生まれた比較的若い世代に
両国の「特別な関係」の意義を伝え，その次世代への継承を図ることであった。
　具体的な協力では物流面で進展があった。 1 月，両国政府が共同出資するベト
ナム中部・ブンアン港の運営会社のラオス側持ち株比率を 2割から 6割に引き上
げることが合意された。さらに 3 月，ビエンチャンとブンアン港を結ぶ鉄道（総
工費50億ドル）の合同開発計画にラオス石油販売大手のペトロトレード社とベト
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ナム不動産大手の FLC グループが合意した。ラオス・中国鉄道開通で物流が活
性化するなか，ブンアン港の利便性向上による物流網の多角化が目指されている。
　また軍事協力も活発であった。 8 月初めには両国特殊部隊の軍事演習「稲妻
01」がシェンクアン県で実施された。さらに ₉ 月中旬にはカンボジアを加えた 3
カ国の軍による初の災害救助訓練が，ホストを務めたラオスの首都近郊で実施さ
れた。近年カンボジアで中国海軍の影響力が強まり，南シナ海問題を抱えるベト
ナムとの軋轢も懸念されるなか，ラオスが間を取り持つような形となった。
　両国の年間貿易総額は前年比24％増の約17億ドル，ベトナムによるラオスへの
累計投資額は53億4000万ドルで，ともにすべての国のなかで 3番目に多い。また
中国などと比べて資金力が劣るベトナムとの経済協力では，第三国や民間との連
携が進んだ。ラオスの鉱業開発では安定的な輸出先確保が課題であり，11月には
国内民間のニクサン鉱業開発社がベトナム鉄鋼大手ホアファット社の関連企業と
今後14年間で36万トン／年の鉄鉱石を輸出する契約を結んだ。またモンスーン発
電所計画（「経済」を参照）のようにタイや日本などの第三国の資本活用の事例も
広がっている。中国が圧倒的資金力でラオスへの影響力を増すなか，党・政府は

「特別な関係」の次世代への継承には経済協力拡大が不可欠と認識し，その方法
を模索している。

2023年の課題
　2023年はソーンサイ政権が本格始動し，人事異動も進むとみられる。深刻化す
るインフレは主に外的要因によるものだが，これ以上悪化すれば国民の政治不信
は歯止めが利かなくなり，政治思想による理論武装も効果を持たなくなるだろう。
　経済面では，デフォルトを回避しつつ国有企業改革や財源確保を進めることが
課題となる。鉄道を活用した中国への農産品や鉱物資源の輸出拡大と中国人観光
客受け入れが鍵になる。インフレ抑制のためには為替安定化が急務となる。
　外交面では，中国とベトナム，そしてロシアが引き続き軸になるとみられる。
鉄道の運用拡大によって中国との特に経済関係が一層深まることは確実である。
全面的な対中依存を回避して外交バランスの維持と回復を図るうえでは，ベトナ
ムとの伝統的関係の維持と発展が鍵になるだろう。またロシアとの関係を強化し
つつ，大国間の対立には距離を置いて欧米諸国や日本などとの協力も維持し，国
益を最大化することも課題となる。
 （地域研究センター）
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1 月 1 日 ▼付加価値税，10％から 7％へ引き
下げ。
5 日 ▼カムアン県のラオス・ベトナム友好

職業訓練校，着工。総工費500万ドルをベト
ナムが支援。
8 日 ▼ パンカム首相，ベトナム訪問（～10

日）。両国の団結・友好年開幕を宣言。ブン
アン港のラオス政府持ち株比率引き上げを合
意。
21日 ▼政府は中国企業による国内初のレア

メタル採掘の試験事業を承認。
31日 ▼ サイソムブーン県知事兼党書記に

ポーイカム副書記が昇格。

▼在タイ・ラオス人人権活動家クーカムを
タイ警察が拘束。釈放後カナダへ亡命。
2 月 2 日 ▼モーンサイ前ルアンパバーン県副
知事，ラオス人民革命青年同盟書記に就任。
3 日 ▼アルンサイ前青年同盟書記，首相府

官房長官に就任。
4 日 ▼カムチェーン前首相府官房長官，計

画・投資相に就任。同相を兼任していたソー
ンサイは副首相に留任。

▼ソムサワート元副首相の息子ワーラサイ，
党中央対外関係委員会副委員長に就任。
11日 ▼国内最大級の中華学校・寮都公学の

拡張工事，着工。
24日 ▼国内でデジタルサービスを提供する

非居住企業から付加価値税の徴収を開始。
26日 ▼ロシアのウクライナ侵攻を受けて外

務省が声明を発表。ロシアを非難せず。
3 月 1 日 ▼パンカム首相，岸田首相と電話会
談。「戦略的パートナーシップ」を確認。
2 日 ▼国連総会のロシア非難決議で投票を

棄権。
3 日 ▼大物麻薬密売人のシースック被告に

死刑判決。

4 日 ▼タイへの電力輸出を ₅年半ぶりに拡
大することを政府間で合意。供給用の設備容
量を合計9000MW から10500MW へ。
9 日 ▼ラオス電力は中国南方電力網とメコ

ン－ランツァン（瀾滄江）地域の送電網整備に
関する協力を合意。
15日 ▼日本政府はラオス国立大学工学部の

施設・機材整備に約21億円を無償支援。
18日 ▼サウジアラビアのファイサル外相，

来訪。石油輸入の可能性を協議。
21日 ▼ビエンチャン＝ブンアン鉄道建設計

画について，ペトロトレード社とベトナムの
FLC グループが協力を合意。
24日 ▼国連総会対ロ決議で 2度目の棄権。
28日 ▼政府はタイで国債50億バーツ発行。
4 月 4 日 ▼政府はビエンチャン＝フアパン高
速道路計画の実施可能性調査実施を承認。
7 日 ▼国連総会の対ロ決議で反対票を投票。
22日 ▼ラオス電力公社の改革委員会，発足。
23日 ▼パンカム首相，岸田首相と会談。人

材育成分野で約 3億円の無償支援を合意。
25日 ▼技術・通信省の幹部養成学校，着工。

中国が130万ドルを無償支援。
27日 ▼党中央検査委員会，汚職問題に関す

る緊急通報ダイヤル1525番を開設。
28日 ▼政府はラオス郵政公社の株式51％を

国内民間企業 AIF グループに売却。
5 月 5 日 ▼ ラオ・クリプトマイニング社は
チャンパーサック県に仮想通貨発行施設を開
設。1300万ドル相当の機材を完備。
6 日 ▼国有航空会社ラオ・スカイウェイ，

株式上場に向けた検討を本格化。

▼政府はラオス石油公社に迅速な燃料調達
とロシア産燃料輸入の可能性検討を指示。
9 日 ▼首都中心部で燃料が枯渇。政府はガ

ソリンと軽油の物品税を引き下げ。

重要日誌 ラオス　2022年
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▼すべての国境の往来を再開。

11日 ▼ラオス燃料公社，国内 2 カ所目の製
油工場・ヨートグムパワーとガソリンの売買
契約（1000万リットル／月）を締結。
12日 ▼パンカム首相，ワシントンで開かれ

た米 ASEAN 特別首脳会議に出席。
14日 ▼米信用格付け大手ムーディーズ，ラ

オスの格付けを引き下げ。Caa 2 から Caa 3 へ。
15日 ▼ラオス・ベトナム友好公園，首都ビ

エンチャンで着工。
16日 ▼ラオス銀行，外貨不足問題で会見。

▼中国の赤峰黄金社が運営するセポーン鉱
山，国内初の近代的坑内掘りを開始。環境負
荷などの軽減を企図。
17日 ▼ラオス銀行，約12年ぶりの利上げ。

短期金利を3.0％から3.1％へ。
18日 ▼第11期党中央委員会第 4回総会，開

催（～26日）。経済問題を中心に議論。
28日 ▼鉄道輸送による中国へのコメ輸出が

本格化。
29日 ▼人民軍，ソ連製地対空ミサイル発射

実験実施。ベラルーシが 2 カ月の訓練を支援。
6 月 1 日 ▼パンカム首相，就任後初めてタイ
を訪問（～ 2 日）。プラユット首相と会談し，
両国関係の「成長と持続的開発のための戦略
的パートナーシップ」への格上げを合意。
5 日 ▼ラオス・中国高速道路で銃撃事件発

生。後日，麻薬犯罪グループを逮捕。
6 日 ▼ソーンサイ副首相が指揮する政府の

緊急経済対策委員会が発足。
8 日 ▼燃料の物品税率，年内 2 度目の引き

下げ。ガソリンは16％から ₅ ％へ，軽油は
11％から 0％へ。
9 日 ▼ ラオス銀行， ₅兆キープの国内個

人・法人向け債権を発行。45日間で 8割を売
却。
13日 ▼ 第 ₉ 期第 3 回通常国会開催（～ 7月

8日）。新法 3件（芸術法，ダム安全法，武
器・爆発物管理法），改正法 6 件（国有資産法，
外貨管理法，中小零細企業振興法，人民裁判
所法，請願解決法，水・水資源法）が成立。

▼政府は最低賃金引き上げを決定。2022年
8 月と2023年 ₅ 月に10万キープずつ引き上げ，
月額130万キープへ。
14日 ▼ラオス銀行，個人の外貨購入額を 1

人 1日あたり1500万キープに制限。

▼シンガポールへの電力輸出の試験的開始
が決定（最大100MW， 2 年間）。ラオス電力
がケッペル電力と合意。
20日 ▼サルームサイ外相とウィライ公安相，

副首相に就任。
▼政府はロジスティックス公社の株式49％

を国内民間企業に売却。

▼中国への初の電力輸出が開始。水力発電
所から雨季の余剰電力を輸出。
23日 ▼マライトーン前国家監査機構長，工

業・商業相に就任。前任のカムペーンは首相
府内のポストに異動。

▼ブンルア前副財政相，ラオス銀行総裁に
就任。前任のソーンサイは首相府内のポスト
に異動。

▼ビエンタウィーソーン前サワンナケート
県副知事，国家監査機構長に就任。

▼ラオス開発投資社，ベトナムのウェルス
パワーグループなどと地熱発電所（5000MW）
開発計画を合意。電力はベトナムに輸出する。
29日 ▼政府はビエンチャン＝タケーク鉄道

の実施可能性調査実施を承認。
7 月 1 日 ▼ラオス・中国鉄道とラオス・タイ
鉄道を接続する貨物積み替え場が開業。
3 日 ▼メコン－ランツァン協力外相会議出

席中のサルームサイ外相，王毅中国外相と会
談。
11日 ▼ラオス鉱業公社は中国の赤峰黄金社
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と全国的な鉱物資源調査の実施を合意。
18日 ▼ベトナムとの国交60周年・友好協力

条約締結45周年を祝う式典，両国で同時開催。
両国首脳が列席。
22日 ▼政府は緊縮財政徹底を再度指示。
25日 ▼中国軍と鉄道を使った災害救助訓練

「Peace Train 2022」を実施（～29日）。
29日 ▼ SNS を悪用した大規模詐欺事件で

容疑者・通称チェーティップ逮捕。
8 月 3 日 ▼ペロシ米下院議長の台湾訪問を巡
り，党と政府は「一つの中国」支持を表明。
4 日 ▼ ASEAN 外相会議出席中のサルーム

サイ外相，ロシアのラブロフ外相と会談。
6 日 ▼ベトナムと軍事演習「稲妻01」実施。
9 日 ▼政府は外国人の名誉市民資格取得を

許可。土地取引などが可能に。
10日 ▼台風の影響により全国で洪水発生。
11日 ▼マレーシア＝タイ＝ラオスの国際貨

物列車 ASEAN エクスプレス，試運転実施。
12日 ▼アメリカが支援するアッタプー県の

太陽光発電事業，着工。総工費6920万ドル。
13日 ▼ ロシア主催の軍事競技会「Army 

Games 2022」に参加。
15日 ▼ナムトゥン 1ダム（650MW）竣工。
16日 ▼モスクワ国際安全保障会議出席中の

チャンサモーン国防相，ロシアのショイグ国
防相と会談。
18日 ▼ラオス航空の改革委員会，発足。
25日 ▼大雨により北部各地で洪水発生。

▼公安省の幹部養成学校，着工。ベトナム
が総工費1000万ドルを援助。

▼党機関紙『パサーソン』の管轄を情報・
文化・観光省から党中央宣伝・訓練委員会に
移譲。
26日 ▼農林省は中国湖南省と鉄道を用いた

経済開発計画（一路二園計画）を締結。ラオス
産農産品・年間100万トンの輸出を合意。

27日 ▼ナムグム 1 ダム拡張工事，竣工。日
本が55億円を有償資金協力。
9 月 1 日 ▼ ロシア主催の多国間軍事演習

「Vostok 2022」に初参加（～ 7 日）。
6 日 ▼農工業貿易開発公社の改革委員会，

発足。
7 日 ▼ラオス銀行と中国人民銀行は，ラオ

ス国内での人民元決済取引の開始を合意。中
国人民銀行はその後，中国工商銀行（ICBC）
ビエンチャン支店を取引銀行に指定。
9 日 ▼ 青年同盟，性的少数者の「ミス（ミ

スター）コンテスト」参加不許可を決定。
SNS 上で若者の反発が拡大。
10日 ▼ベトナム・カンボジアの軍と災害救

助合同訓練を初実施（～15日）。
12日 ▼ 党中央理論評議会，学術セミナー

「ラオスの経済財政危機の解決方針と中国の
経験」を実施。1980年代の中国と現在のラオ
スの類似性を指摘。
13日 ▼ 政府はサワンナケート＝ラオバオ

（ベトナム）鉄道の実施可能性調査実施を承認。
2013年の着工後，中断していた。
21日 ▼ 財政省，SNS で告発された職員採

用試験の不正疑惑について釈明。
23日 ▼国連総会出席中のサルームサイ外相，

ロシアのラブロフ外相と年内 2回目の会談。
27日 ▼ パンカム首相，シンガポール訪問

（～28日）。エネルギー，環境，デジタル，人
材育成などの分野での協力拡大を合意。

▼ソーンサイ副首相，日本の安倍元首相国
葬儀に出席。岸田首相と面会。
28日 ▼台風の影響により南部で洪水。

▼パンカム首相の愛人とみられる女性，変
死体となってタイで発見。
10月 2 日 ▼ キューバのマレロ首相，来訪（～
4日）。教育分野などでの協力を合意。
5 日 ▼国内初の仮想通貨 Bitqik，取引開始。
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10日 ▼国営報道機関のラオス通信社，ロシ
ア国営のイタル・タス通信社と業務提携開始。

▼アメリカの信用格付け会社フィッチ・
レーティングス，ラオスの格付けから撤退。
11日 ▼ラオス銀行，年内 2回目の利上げ。

短期金利を3.1％から6.5％へ。

▼ラオス銀行，両替店の規制を強化。外貨
販売を禁止し，外貨購入レートを制限。
12日 ▼国連総会対ロ決議で 3度目の棄権。
13日 ▼第11期党中央委員会第 ₅ 回総会，開

催（～20日）。経済対策を中心に議論。
14日 ▼クリンテンブリンク米国務次官補，

来訪。不発弾処理などでの協力成果を確認。
24日 ▼トーンルン国家主席，ブルネイ訪問

（～26日）。石油貿易に関する覚書を締結。
27日 ▼ロシアとの初の直行便，就航開始。
28日 ▼ラオス・タイ第 ₅ 友好橋，起工式を

実施。両国首相が出席。
29日 ▼ラオス・中国ポタシウム開発社，年

間400トンのカーラナイト採掘事業を開始。
11月 1 日 ▼ニクサン鉱業開発社，ベトナムの
ホアファット社の関連企業と年間36万トンの
鉄鉱石輸出を合意。

▼ラオス石油公社，韓国のガイアペトロ社
と燃料用エタノール製造会社の設立を合意。
3 日 ▼スターバックス国内 1号店，開業。
12日 ▼ ASEAN 首脳会議出席中のパンカム

首相，中国の李克強首相と新型コロナウイル
ス流行後初の対面での首脳会談を実施。

▼パンカム首相，オーストラリアのアルバ
ニージー首相と会談。両国関係の「包括的
パートナーシップ」への格上げを合意。
14日 ▼国連総会対ロ決議で 4 度目の棄権。
17日 ▼第 ₅ 回全国政治・思想会議，19年ぶ

りに実施（～18日）。政治理論を協議。
20日 ▼シートン初代最高人民議会副議長の

遺骨，国家烈士墓地へ改葬。

25日 ▼ ロシアとの軍事演習「Laros 2022」，
通算 3 回目の実施（～12月 4 日）。
29日 ▼ トーンルン国家主席，訪中（～12月

1 日）。習国家主席と会談。
30日 ▼第 2 ・ 3 国有製薬工場の改革委員会，

発足。
12月 3 日 ▼ラオス・中国鉄道の中国側検疫所
が稼働開始。鉄道一貫輸送が可能に。
5 日 ▼ 第 ₉ 期第 4回通常国会，開催（～30

日）。新法 3件（旅券法，水路法，博物館法），
改正法 ₉件（弁護士法，公証法，感染症防
止・管理法，企業法，科学・テクノロジー法，
軍検察法，電子取引法，国家監査法，国家検
査法）が成立。

▼鉄道輸送による中国へのバナナ輸出が本
格化。
6 日 ▼第 2 次インドシナ戦争期にラオスで

殉死したソ連空軍飛行士の慰霊碑，首都ビエ
ンチャンで竣工。
7 日 ▼ 2018年のセーピアン・セーナムノー

イダム決壊事故の被害者住宅全700棟，竣工。
8 日 ▼ベトナムと第 ₉回両党理論セミナー

実施（～ ₉日）。経済財政政策の経験を共有。
14日 ▼ラオス銀行，合法的な両替店は全国

113店舗のみであると発表。
15日 ▼パンカム首相，辞表を提出。

▼カムアン県のカリウム鉱山で，ファー
ウェイ社製スマートマイニングシステムを東
南アジアで初めて導入。
19日 ▼ベトナムのベトフオングループ，セ

コン県で大型のボーキサイト開発事業を着工。
年間10億ドル相当の産出を見込む。
22日 ▼党中央理論評議会は，カイソーン思

想に関する叢書全 8 巻を発表。
30日 ▼パンカム首相の辞任とソーンサイ副

首相の首相昇格を国会が承認。
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参考資料 ラオス　2022年

　 1 　国家機構図（2022年12月末現在）

　 2 　政府主要人名簿（2022年12月末現在）
国家主席（大統領） Thongloun Sisoulith

国家副主席（副大統領） Pany Yathotou＊

 Bounthong Chitmany

国民議会（国会）議長
 Xaysomphone Phomvihane

　内閣
首相 Sonexay Siphandone

副首相兼国防相 Chansamone Channyalath

副首相兼公安相 Vilay Lakhamfong

副首相兼外務相 Saleumxay Kommasith

副首相 Kikeo Khaikhamphithoune

計画・投資相 Khamchen Vongphosi

工業・商業相 Malaythong Kommasith

技術・通信相 Boviangkham Vongdala

農林相 Phet Phomphiphak

天然資源・環境相 Bunkham Volachith＊

労働・社会福祉相 Baykham Katthinya＊

情報・文化・観光相 Suvansavan Vinyaketh＊

財政相 Bunchom Ubonpaseuth

公共事業・運輸相 Viangsavat Siphandone

教育・スポーツ相 Phout Simmalavong

法務委員会

文化・社会委員会

公共事業・
運輸省

情報・文化・
観光省

技術・通信省

農林省

内務省

財政省

外務省

公安省

国防省

ラオス銀行

司法省

教育・スポーツ省

保健省

天然資源・環境省

エネルギー・鉱業省

工業・商業省

労働・社会福祉省

計画・投資省

政　府

国家主席（大統領）

首　相
副首相

首相府

国民議会（国会）

常務委員会

国会書記局

司法委員会

外務委員会

諸民族委員会

国防・治安維持委員会

経済・技術・環境委員会

計画・財政・監査委員会

最高人民裁判所
地域裁判所

首都・県人民裁判所
地区裁判所
軍事裁判所

最高人民検察院
地域検察院

首都・県人民検察院
地区検察院
軍事検察院
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保健相 Bunfeng Phoummalaysith

司法相 Phayvi Sibuavipha

内務相 Thongchan Manixay

エネルギー・鉱業相 Daovong Phonkeo

首相府官房長官 Alounxay Sounnalath

ラオス銀行総裁 Bounleua Sinxayvoravong

　 3 　ラオス人民革命党政治局員
Thongloun Sisoulith （党書記長，国家主席）
Pany Yathotou＊ （国家副主席）
Bounthong Chitmany

 （国家副主席，党書記局常任）
Xaysomphone Phomvihane （国会議長）
Chansamone Channyalath （副首相兼国防相）
Khamphanh Phommathath （党中央検査委員長）
Sinlavong Khoutphaythoune

 （国家建設戦線議長）
Sonexay Siphandone （首相）
Kikeo Khaikhamphithoune （副首相）
Vilay Lakhamfong （副首相兼公安相）
Sisay Leudethmounsone＊ （党中央組織委員長）
Saleumxay Kommasith （副首相兼外務相）

　 4 　国民議会（国会）
議長 Xaysomphone Phomvihane

副議長 Sounthone Saynyachak

 Chaloun Yiapaoher

 Khambay Damlath

 Sommath Pholsena

 Souvone Luangbounmi

常務委員会 Xaysomphone Phomvihane

 Sounthone Saynyachak

 Chaloun Yiapaoher

 Khambay Damlath

 Sommath Pholsena

 Souvone Luangbounmi

 Libou Libuapao

 Pingkham Lasasimma＊

 Linkham Duangsavane

 Toummali Vongphachane＊

 Khamchan Sotapaseuth

 Vongsak Phanthavong

 Khampheng Vialaphane

 Sannya Praseuth

 Souban Salabouth

国会分科委員会委員長
　法務 Chaloun Yiapaoher

　経済・技術・環境 Linkham Duangsavane

　計画・財政・監査  Libou Libuapao

　文化・社会 Toummali Vongphachane＊

　諸民族 Khamchan Sotapaseuth

　国防・治安維持 Vongsak Phanthavong

　司法 Khampheng Vialaphane

　外務 Sannya Praseuth

　国会書記局 Pingkham Lasasimma＊

　国会議員業務 Souban Salabouth

　 5 　司法機構
最高人民裁判所長官 Xayxana Khotphouthone

最高人民検察院院長 Viangthong Siphandone

　 6 　検査・監査機構
国家検査機構長 Khamphan Phommathath

国家監査機構長 Viangthavisone Thepphachane

（注）　＊は女性。
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主要統計 ラオス　2022年

　 1　基礎統計
2018 2019 2020 2021 2022

人 口（年央，10,000人）1） 701 712 723 734 －
為替レート（1ドル＝キープ）2） 8,481.0 8,796.8 9,381.0 10,316.1 15,055.1 
（注）　 1）2015年の人口・住宅センサスに基づく推計値。2）商業銀行レートと並行市場レートの平均値。
（出所）　人口は，ラオス統計局統計情報サービスウェブサイト（https://laosis.lsb.gov.la/statHtml/

statHtml.do?orgId=856&tblId=DT_YEARBOOK_C001&conn_path=I2&language=en）（2023年3月
13日最終閲覧）。為替レートは，Bank of the Lao PDR, Annual Report 2019，同 2020，同 2021，およ
びラオス銀行ウェブサイト（https://www.bol.gov.la/en/External_Sectors）（2023年 3 月11日最終閲覧）。

　 2　GDP成長率と物価上昇率 （％）

2018 2019 2020 2021 2022
実 質 Ｇ Ｄ Ｐ 成 長 率 6.3 5.51） 3.3 3.5 4.42）

農 業 1.3 1.21） 1.2 2.5 2.92）

工 業 7.8 5.61） 9.2 6.1 4.42）

サ ー ビ ス 6.9 6.91） -1.2 1.4 4.92）

消 費 者 物 価 上 昇 率 2.0 3.3 5.1 3.8 23.0 
（注）　 1）修正値。 2）推計値。
（出所）　GDP 成長率は，ラオス統計局統計情報サービスウェブサイト（https://laosis.lsb.gov.la/statHtml/

statHtml.do?orgId=856&tblId=DT_YEARBOOK_K003&conn_path=I2&language=en）（2023年3月13日最終
閲覧），Lao Stastistics Bureau, Statistical Yearbook 2020，および Pathet Lao, 2022年12月 6日。消費者物
価上昇率は，ラオス銀行ウェブサイト （https://www.bol.gov.la/en/inflation）（2023年 3 月13日最終閲覧）。

3 　産業別国内総生産（実質，2012年価格）� （単位：10億キープ）

2017 2018 20191） 2020 2021
農 業 ・ 林 業 ・ 水 産 業 17,750 17,975 18,194 18,404 18,855

農 業 11,710 11,767 11,686 11,584 11,784
畜 産 業 2,437 2,510 2,637 2,772 2,866
林 業 1,090 1,066 1,111 1,154 1,194
水 産 業 2,513 2,631 2,761 2,894 3,012

工 業 40,923 44,119 46,591 50,880 53,986
鉱 業 ・ 採 石 10,579 9,891 9,885 8,233 8,362
食 品 1,721 1,792 1,902 1,928 1,952
飲 料 ・ タ バ コ 1,627 1,703 1,814 1,870 1,894
布 ・ 衣 服 ・ 靴 ・ 皮 革 1,378 1,413 1,457 1,464 1,460
そ の 他 製 造 業 4,642 5,044 5,449 6,724 7,042
電 気 12,629 14,089 13,808 16,640 18,128
上 下 水 道 301 322 342 360 371
建 設 8,046 9,864 11,936 13,661 14,777

サ ー ビ ス 業 45,926 49,044 52,409 51,783 52,493
卸 売 ・ 小 売 ・ 車 両 修 繕 15,566 17,231 18,658 18,899 19,210
運 輸 ・ 貯 蔵 1,715 1,798 1,944 1,888 1,897
宿 泊 ・ 飲 食 3,010 3,242 3,502 1,574 1,175
情 報 ・ 通 信 2,100 2,304 2,466 2,678 2,852
金 融 ・ 保 険 2,704 2,970 3,217 3,257 3,353
不 動 産 7,660 8,031 8,660 8,869 8,972
専門的サービス・科学技術 1,609 1,677 1,827 1,904 1,945
公共サービス・国防・治安維持 7,331 7,480 7,695 8,133 8,379
教 育 1,931 1,963 2,004 2,048 2,086
保 健 ・ 社 会 福 祉 522 526 546 571 600
そ の 他 サ ー ビ ス 1,777 1,823 1,888 1,962 2,024

税 ・ 輸 入 関 税（純） 11,822 12,558 13,253 13,653 14,073
国 内 総 生 産（GDP） 116,422 123,696 130,447 134,720 139,408
（注）　 1） 修正値。
（出所）　ラオス統計局統計情報サービスウェブサイト（https://laosis.lsb.gov.la/statHtml/statHtml.do?orgId= 

856&tblId=DT_YEARBOOK_K002&conn_path=I2&language=en）（2023年 3 月30日最終閲覧）。
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　 4　主要農作物生産高� （単位：1,000トン）
2017 2018 2019 2020 2021

コ メ 4,055.4 3,279.1 3,534.5 3,506.8 3,660.1 
ト ウ モ ロ コ シ 1,192.5 768.0 793.6 683.6 703.01）

野 菜 類 1,370.0 1,337.4 1,453.7 1,450.7 1,437.81）

コ ー ヒ ー 150.8 156.0 171.4 158.2 161.2 
イ モ 類 2,541.5 3,511.6 3,552.1 3,895.5 3,853.3 
果 物 類 n.d. n.d. n.d 1,308.1 1,310.4 
大 豆 8.0 4.7 5.1 － －
落 花 生 49.1 34.4 38.5 － －
煙 草 35.6 31.8 35.6 － －

綿 2.2 1.6 2.4 － －
さ と う き び 1,764.4 1,109.4 1,490.5 － －

茶 7.7 8.5 15.9 － －
（注）　 1）推計値。
（出所）　ラオス統計局統計情報サービスウェブサイト（https://laosis.lsb.gov.la/main.do）（2023年 3 月11日

最終閲覧），および Lao Stastistics Bureau, Statistical Yearbook 2021。

　 5　主要品目別貿易� （単位：1,000ドル）
20191） 20201） 2021

輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出
動 物 及 び 動 物 性 生 産 品 258,402 234,647 349,014 300,344 281,616 260,850
植 物 性 生 産 品 150,146 646,387 147,035 782,842 141,461 872,410
動物性又は植物性の油脂など 10,557 431 10,660 390 10,717 148
調製食料品，飲料，タバコなど 498,350 473,727 458,658 370,819 528,349 386,640
鉱 物 性 生 産 品 1,011,113 2,084,856 740,283 2,620,250 893,757 2,930,872
化 学 工 業 生 産 品 369,990 230,300 338,007 191,036 427,115 202,511
プラスチック及びゴム製品など 235,708 279,518 218,851 254,233 235,172 313,729
皮 革 及 び 毛 皮 製 品 な ど 36,965 1,681 40,968 1,742 48,411 1,094
木 材 及 び そ の 製 品 な ど 90,379 52,412 76,884 21,809 102,820 48,635
木 材 パ ル プ， 紙 な ど 115,836 298,514 142,328 302,321 351,067 826,964
紡 織 用 繊 維 及 び そ の 製 品 205,646 219,451 178,995 196,092 236,689 198,699
履 物， 帽 子， 傘 な ど 9,701 79,434 11,506 94,890 9,334 129,506
石， セ メ ン ト， ガ ラ ス な ど 106,502 894 101,399 5,996 130,764 89,947
貴 石， 貴 金 属 製 品 な ど 24,733 223,040 15,111 473,868 282,044 980,591
卑 金 属 及 び そ の 製 品 728,114 451,125 513,446 224,870 389,111 94,839
機 械 類 及 び 電 気 製 品 な ど 1,305,451 427,791 1,125,926 293,872 993,810 279,940
車 輌， 航 空 機， 船 舶 な ど 543,985 12,572 437,485 7,007 681,275 7,199
光 学 機 器， 精 密 機 器 な ど 50,567 27,698 45,952 26,500 76,049 28,409
武 器， 銃 砲 弾 な ど 792 0 498 － 7 －
雑 品 44,411 84,407 62,783 26,788 65,598 46,621
美 術 品， 収 集 品 な ど 98 1 58 2 47 4
そ の 他 － － － － － －
合 計 5,797,446 5,828,884 5,015,847 6,195,671 5,885,214 7,699,607
（注）　 1）修正値。 
（出所）　Lao Stastistics Bureau, Statistical Yearbook 2020, 同 2021。
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　 6 　政府財政� （単位：10億キープ）
2017 2018 2019 2020 20211）

総 収 入 22,925 23,944 25,341 21,846 27,178
歳 入 20,579 21,796 22,511 19,216 23,499

税 収 入 16,918 17,032 17,748 15,765 18,534
税 外 収 入 3,661 4,763 4,763 3,451 4,966

贈 与 2,346 2,148 2,632 2,565 3,678
寄 付 － － 197 65 1

総 支 出 30,736 31,003 30,624 30,858 29,507
経 常 支 出 17,662 18,430 20,547 19,736 20,043
資 本 支 出 13,074 12,573 10,076 11,123 9,465

総 合 収 支 -7,811 -7,059 -5,283 -9,012 -2,329 
純 貸 出 ／ 借 入 7,811 7,059 5,283 9,012 2,329

国 内 595 1,608 34 4,792 1,462
海 外 7,216 5,451 5,250 4,220 868

（注）　 1）暫定値。
（出所）　Bank of the Lao PDR, Annual Economic Report 2021.

　 7　国際収支� （単位：100万ドル）
2017 2018 2019 20201） 20212）

経 常 収 支 -1,260 -1,649 -1,320 -231 447 
貿 易 収 支 -794 -907 -466 745 1,419 

輸 出 4,873 5,408 5,806 6,115 7,695 
輸 入 5,667 6,315 6,272 5,370 6,275 

サ ー ビ ス 収 支 -336 -264 -67 -99 -127 
第 一 次 所 得 収 支 -446 -786 -1,084 -1,1283） -1,072 
第 二 次 所 得 収 支 317 308 298 252 226 

資 本 収 支 22 12 15 13 2 
金 融 収 支 -2,173 -2,192 -1,943 -1,082 -308 

直 接 投 資 -1,677 -1,358 -756 -968 -1,072 
証 券 投 資 -326 -522 41 257 310 
そ の 他 投 資 -170 -312 -1,229 -371 453 

誤 差 脱 漏 -734 -698 -515 -542 -814 
総 合 収 支 201 -143 124 322 -57 
（注）　IMF 国際収支マニュアル第 6版に基づく。したがって，金融収支の符号は（＋）は資本流出，（－）

は資本流入を意味する。 1）修正値， 2）暫定値， 3）出所資料のラオス語版（Thanakan haeng so po po 
lao, Botlaygan setthakit 2021）に依拠。

（出所）　表 6に同じ。


